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『ソーラーエネルギーの有効活用』の PBL(Project 

Based Learning)教育の一環として，1997 年からソーラ

ーカーを製作いる．2003 年には，燃料電池と太陽電池

を組み合わせたハイブリッド・ソーラーカー「アポロ

ンディーヌ号」で，オーストラリア大陸横断4,000km を

走破．2008 年には燃料電池の燃料である水素をバイオ

から生成し，燃料電池でモーターを駆動して走る４輪

２人乗り車両の試験走行を成功させている．また，ソ

ーラーカーチームはWGC(1) に連続出場しており，2012 

年には燃料電池部門優勝９連覇を達成．さらに 2015

年には開発中の４輪２人乗り車両に空気抵抗の少ない

カウルを製作してレースに参戦，2016年には Mg空気

電池を搭載グリーンフリート部門フリークラスで優勝

した． 

これまでのプロジェクト名Tamagawa Solar Challenge 

Projectを変更し，水素エネルギーを作る，運ぶ，貯め

るを念頭に，CO2循環や Mg の循環など，持続可能な

環境をもたらす水素利用自動車開発に移行した．新し

いプロジェクト名は，Tamagawa Sustainable Chemistry 

-powered-vehicle Project (TSCP)とし，自然エネルギーと

循環型エネルギーをもとに持続可能なエネルギー環境

をもたらす相性の良い
．．．．．

エネルギーを組合わせ動く車両

開発に取り組んで行く． 

太陽電池や風車などの設置が進んでいる地域では，

電力が余ってしまう時間帯が起こり，余剰電力で水素

を造り，天然ガスのインフラへ送るなどされる．さら

に空気中の CO2と合成しギ酸（液体）を作り、変換輸

送、水素に戻して使用すれば，大気中の CO2総量は変

わらない．（２） 

難燃性 Mg 構造材の廃棄時に空気電池としてエネル

ギー利用．使用後，還元処理，再生構造材として再利

用する Mg循環社会が注目されている．（３） 

プロジェクトでは，①液体燃料としてのギ酸を搭載

して水素に改質，水素燃料電池でモータを駆動する．

②Mg空気電池でモータを駆動する．CO２循環，Mg循

環を意識した車両走行実験を目指す． 

Fig.1に示すバイオ水素走行実験に成功したプラット

ホーム車両に載せるカウルの型を削る大型 NC マシン

を開発し，新型カウルを成形，Chemistry powered vehicle 

『未来叶い』を製作した． 
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Fig. 1 Test run by bio-hydrogen 

Fig. 2 Production scenery of car body 

Fig. 3 Chemistry powered vehicle “未来叶い” 
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